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IR・PR 活動における責任者人事に関するお知らせ 
 
 
2024 年 6 月 20 日 米国 ラ・ホイヤ発 – メディシノバ（MediciNova,Inc.）（米国カリフォルニ

ア州 ラ・ホイヤ、代表取締役社長兼 CEO：岩城裕一）（以下「当社」といいます。）は、当社 Chief 
Business Officer；CBO（最高事業責任者）の David Crean（デビッド・クリーン）が新たに IR・
PR 等の広報活動における責任者を務めることになりましたことをお知らせします。 
 
当社は、米国カリフォルニアを本拠とし、神経変性疾患、悪性腫瘍疾患、代謝性疾患等を対象と

する新規治療薬の開発に注力しているバイオ医薬品企業です。 
この度、CBO であるデビッド・クリーンが、IR・PR 等の広報活動全般における責任者を務める

ことになりました。今後は CBO が当社の経営ビジョン・経営戦略の強化とその発信のために、米

国のみならず英語圏全体のステークホルダーに向けて、当社のコミュニケーション・チャネルの

拡大・強化を主導し、透明性の高い情報をより積極的に発信していくことに尽力いたします。 
 
当社 CBO（最高事業責任者）のデビッド・クリーンは次のようにコメントしています。 
「当社は現在、継続的な発展につながる転換点に位置すると認識しており、今こそステークホル

ダーの皆様への働きかけを拡大する機会と考えています。コミュニケーション・インフラにおい

て新しいアイディアを取り入れ、現在の投資家・株主様のみならず、将来の投資家やパートナー、

株主様をターゲットに定期的な関わりを深めていきたいと考えています。」 
 
また、当社代表取締役社長兼 CEO の岩城裕一は次のようにコメントしています。 
「当社は、自社開発プロジェクトの他にも、著名なアカデミア機関や世界のキー・オピニオン・

リーダーとの共同開発を複数担っております。私たちが進めているプロジェクトのポテンシャル

についてクリーン博士のリーダーシップの下、より明確なメッセージを発信し、今までサポート

をいただいております株主の皆様はもちろん、メディシノバの可能性をまだ知らない未来の株主

の皆様にも、より積極的に情報発信を行ってまいります。」 
 

以 上 
 
 
メディシノバについて 
メディシノバ（MediciNova, Inc.）は、臨床開発ステージにあるバイオ医薬品開発企業であり、炎症性疾患、線

維化疾患、神経変性疾患などの様々な疾患領域において、新規低分子化合物の広範な後期パイプラインを開発し
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ています。主要な開発品である 2 つの化合物、MN-166（イブジラスト）と MN-001（タイペルカスト）は、複

数の作用機序と高い安全性プロファイルを有しており、当社は、これら 2 つの化合物について現在 11 の臨床開

発プログラムを有しております。 

当社の主力開発品である MN-166（イブジラスト）は、現在、筋萎縮性側索硬化症（ALS）、変性脊椎頸椎症

（DCM）、新型コロナ感染後遺症（Long-COVID）で臨床第Ⅲ相（フェーズ 3）段階、進行性の多発性硬化症

（MS）において臨床第Ⅲ相（フェーズ 3）準備段階にあります。加えて、MN-166（イブジラスト）は、膠芽腫

（グリオブラストーマ）、急性呼吸窮迫症候群（ARDS）及び薬物・アルコール依存症の治療薬として臨床第Ⅱ

相（フェーズ 2）段階にあります。 

MN-001（タイペルカスト）は、非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）について、臨床第Ⅱ相（フェーズ 2）
段階にあります。 

当社は、公的機関からの資金助成を受け、多くの医師主導型臨床治験を実施してきた強固な実績を有していま

す。 

当社詳細につきましては https://medicinova.jp/をご覧下さい。本社所在地はアメリカ合衆国カリフォルニア州

ラ・ホイヤ、スイート 300、エグゼクティブ・スクエア 4275（電話 1-858-373-1500）です。 


